
平成３０年度  事業報告書（モデル的事業） 

 

団体名：清見町まちづくり協議会 

１．モデル的事業名 地域防災対応促進事業 

２．事 業 名 清見地区防災対応促進事業 

３．事業期間 Ｈ３０～Ｒ２（３年） ４．事業進捗率 ２０％ 

４．目  的 

近年、立て続けに甚大な災害に見舞われ、橋の流失、床上浸水、田畑への

流入、集落の孤立、避難生活などが発生している。 

 このような中で、防災環境の整備、住民の防災意識の向上、防災の取り組

みに向けた体制整備など、地域事情を考慮した防災の取り組みが課題となっ

ている。 

５．事業実績 

防災の取り組みをコーディネートする体制の整備 

【平成 30年度】 

・住民を対象とする防災アンケート調査の実施 

・清見地区防災対応促進委員会を発足 

委 員：まち協会長・副会長、消防団清見支団長、防災士、女性委員

長、各地区自主防災組織隊長など 

・防災対応促進委員会役員会を開催 

  内 容：平成 31年度に向けた具体的な取り組みについて協議 

・講演会の実施 

  テーマ：機能する自主防災組織づくりと避難所の開設と運営について 

  講 師：高山市民防災研究会 事務局長 岩茸伸一 氏 

・防災対応促進委員会を開催 

  内 容：平成 31年度に向けた具体的な事業スケジュールについて協議 

６．事業効果 

・各種団体を構成員とする委員会を発足させ、平成 31年度の具体的な防災

活動の計画を立てることが出来た。こうした取り組みによって地域内の

防災体制を整えていくことができる。 

７．今後の見通し・ 

課題 

・自主防災組織が有事に対応ができるよう、訓練を通して育成を図る。 

・防災アンケートの分析と結果に基づく具体的事業の展開。 

・町内会の避難連絡網の整備や町内間の連携の強化。 

・住民の防災意識向上に向けた具体的な取り組み、防災機器の整備など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業実施内容 

月 日 項 目 事業内容（対象・方法等） 摘 要 

10月 1日 

 
住民意識調査 防災に関わる住民アンケートの実施。 全住民 

11月 1日 
防災コーディネーター 

体制の整備 
清見地区防災対応促進委員会の発足。   

3月 6日 
第 1回 防災対応促進

委員会役員会 

平成 31 年度に向けた具体的な取り組

みの検討。 
参加者：10名 

3月 15日 講演会 

防災講演会 

講師：岩茸 伸一 氏 

（高山市民防災研究会） 

参加者：29名 

3月 15日 
第 1回 防災対応促進

委員会 

平成 31 年度に向けた具体的な事業ス

ケュール検討等。 
参加者：29名 

 

 

  



 

平成３０年度 清見町まちづくり協議会 収支決算書（モデル的事業） 

清見地区防災対応促進事業 

 

【収 入】      単位：円 

区  分 当初予算 補正額 変更後予算額 決算額 差引額 内  訳 

市補助金 60,000  △ 30,000 30,000 150,000 0 協働のまちづくり支援金（モデル的事業） 

自主財源 0  2,172  2,172  4,720  0    

       

合  計 60,000  △ 27,828 32,172 154,720 0  

 

【支 出】          単位：円 

事業・科目 
当 初 

予算額 

 
補正額 

 変更後 

予算額 

 
決算額 

 
差引額 

 

支援金充当額 支援金充当額 支援金充当額 支援金充当額 支援金充当額 

事業費 60,000  60,000  △ 27,828 △ 30,000 32,172  30,000  32,172  30,000  0  0  

 需用費 10,000  10,000  △3,256  △3,256  6,744  6,744  6,744  6,744  0  0  

 報償費 32,000  32,000  △ 16,000 △ 16,000 16,000  16,000  16,000  16,000  0  0  

 旅費 18,000 18,000 △13,000 △13,000 5,000 5,000 5,000 5,000 0 0 

 役務費 0 0 4,428 4,428 4,428 4,428 4,428 4,428 0 0 

合  計 60,000  60,000  △ 27,828 △ 30,000 32,172  30,000  32,172  30,000  0  0  

 

 

 

 

  



 

平成３０年度 清見町まちづくり協議会 支出内訳書（モデル的事業） 

 

     単位：円 

事業・科目 決算額 
 

内  訳 
支援金充当額 

運営費    

 需用費 6,744 6,744  

  食糧費 4,812 4,812 お茶代 

  消耗品費 1,932 1,932 ファイル 

 報償費 16,000 16,000  

  謝礼 16,000 16,000 講演会講師等謝礼 

 旅費 5,000 5,000  

  講師旅費 5,000 5,000 講師等旅費 

 役務費 4,428 2,256  

  通信運搬費 4,428 2,256 切手 

合  計 32,172 30,000  

 

 

 


